
  久久留留倍倍官官衙衙遺遺跡跡整整備備基基本本計計画画書書のの概概要要 

１ 計画の枠組み（序章） 
  四日市市はもとより、全国的にも貴重な文化財
である久留倍官衙遺跡の歴史的文化遺産として
の保存並びに活用を図るため、その整備の基本的
な方向性を定めたものである。 

 
２ 久留倍官衙遺跡の概要（第１～２章） 
① 政庁、正倉院等が明瞭に把握でき、その変遷
が判明する点で貴重である。 

② 古代国家の地方支配体制の成立、展開過程に
おける官衙の在り方を具体的に示すものとし
て極めて貴重である。 

③ 八脚門を備え、東を正面とする政庁は、全国
的にも希少な事例である。 

④ 史跡が所在する伊勢国朝明郡には、壬申の乱
や聖武天皇東国（伊勢）行幸に関わる記事が『日
本書紀』『続日本紀』にあり、これらの歴史と
本史跡とは密接に結びつく可能性がある。 

３ 計画地の位置づけ（第３章） 
●後世まで保存継承されるべき貴重な文
化財を有する空間 

●地域における歴史と文化の身近な公園
的空間 
●歴史や文化をテーマとしたネットワー
クの拠点空間 
●地域のシンボル空間 

４ 基本的考え方・整備目標（第３章） 
【基本的考え方】 
●遺構の保存を大前提とした整備 
遺構面を覆土等により保存するものとする。 

●本史跡の特徴や価値を顕在化する整備 
遺構の復元や表示等の整備を行うことで、建物配置等の表現を図るものとす

る。 
●歴史を学ぶことのできる空間づくりを目指した整備 
遺構の復元・表示等の整備に加え、ガイダンス施設等学習施設の整備を合わ

せて行うものとする。 
●身近な公園としても利用できる整備 
来訪者のための休養施設、便益施設、安全管理施設等を合わせて整備する。 

●本史跡の成立の背景や内容等が理解しやすいような整備 
古代官衙において何が行われたのか、その機能をとらえることができるよう

な展示説明や、官衙の共通性と久留倍官衙遺跡の独自性の強調を念頭においた
展示説明を図る。 

【整備目標】 
－壬申の乱・聖武天皇行幸のゆかりのある地として、訪れた人々が
歴史を追体験し、古代の役所の姿や、往時のダイナミックな歴史
の展開に思いを馳せることができる空間とする－ 

５ 地区区分と地区別整備方針（第４章） 
整備の基本的考え方に基づき、また整備目標の具現化に向けて地区毎の

特性を反映した整備方針を設定する。 
 

【史跡指定地地区】 
西地区  遺構の復元・表示等の整備を行う。比較的平坦な地形を利用

し、野外での歴史体験や研修等が可能な広場として整備する。
東地区  遺構の表示等の整備を行う。園路等の整備を行い見学者の動

線を確保するとともに、適所に緑陰樹やベンチ等の休養施設を
配置する。 

北地区  樹木等の植栽を施し緑地空間としての整備を行う。 
 
【史跡指定地外地区】 
 ｴﾝﾄﾗﾝｽ地区  ガイダンス施設を整備する。来訪者のための便益施設と

しての駐車場等も合わせて整備する。 
 周 辺 地 区  貴重な文化財である久留倍官衙遺跡の足元を支えるバッ

ファゾーンとして位置づけ、住民等関係者の理解と協力を
仰ぎ、可能な限り、遺跡にふさわしい環境づくりに努める。

 北勢ﾊﾞｲﾊﾟｽ地区  北勢バイパス建設にあたっては国土交通省の理解と協力
のもと、可能な限り遺跡に配慮した整備にする。

６ 利活用の計画（第４章） 
＜利活用のための基盤整備＞ 
① 史跡活用ネットワークの構築 
本史跡と周辺の文化財や文化施設とをネットワーク化し、利活用の相乗効果
を図るものとする。 
② 普及・啓発 
・ホームページ等による各種情報発信 
・文化財ルートマップや観光パンフレットの作成・配布 
・観光協会と連携した普及活動の展開 
③ 案内機能（ガイドシステム） 
・道標等サイン整備 ・来訪者の目的に応じたガイドシステムの構築。 
④ 地域住民 
・地域住民の整備事業への参加や整備後の利活用や管理・運営のための人材育
成や組織作り 
＜利活用計画＞ 
① 学校教育分野での活用 
② 市立博物館等の教育普及事業との連携 
③ ガイダンス施設における出土品の常設展示、企画展示 
④ 市民による史跡活用イベントの企画・運営や保存・愛護活動に対する支援

７ 事業年次計画（第４章） 
本基本計画を踏まえ、国土交通
省等と協議しながら平成 21 年度
を目標に用地買収を進めていく。 
整備は、用地買収の後、調査結
果を基に本格的実施に移るものと
し、整備事業期間を概ね５ヶ年間
とする。 
【計画種目】 
○ 用地買収 ○ 発掘等各種調査 
○ 基本・実施設計 
 
○ 基盤整備（造成）○ 雨水排水 
○ 遺構整備    ○ 植栽 
○ 解説版等学習施設 
○ 園路・広場 
○ 駐車場 
○ ガイダンス施設 
○ 照明・車止め等 
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